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食　　物

ラットの妊娠期における分離大豆タンパク質投与が出生子に及ぼす影響

　○大岸泰香＊　神本幸恵＊＊松井美佳* ＊水上戴子＊＊

　　（＊神戸学院大，＊＊奈良女大）

　【目的】我々は先に、妊娠ラットに分離大豆タンパク質(SPI)10％食を投与した場合、十

分量の亜鉛を添加すれば妊娠期栄養の改善ができることを報告1)した。本研究では亜鉛含

量を十分にした上で、妊娠期におけるSPIの栄養効果をみるために、食餌中のSPIの含有量

を変え、更に第一制限アミノ酸であるメチオニン(Ｍｅt)を添加し、母体と新生子に及ぼす

影響を検討した。

　【方法】12週齢のWistar系ラットを無作為に8群に分け、SPIを5％、10％、20％、30％

含む食餌(それぞれS5, S 10. S20. S30群)並びにW％以外の各々にMetを添加した

食餌(それぞれS5十Ｍ、SIO+M、S20+M群)及び対照群として精製全卵タンパク質10％

食を妊娠全期間自由摂取させた。新生子については出生日の体重、臓器重量を計測し、肝

臓、脳及びカーカス中のタンパク質量と核酸量を定量した。

　【結果】SPI群ではいずれも妊娠維持と分娩は可能であり、すべての群で死産はほとんど

みられなかった。新生子については、出生日の体重、臓器重量、肝臓中タンパク質量、核

酸量ではS5、S5十Ｍ、SIO群では対照群より低かった。その他の群では対照群と同程度

の発育が見られた。以上より、妊娠期におけるSPI栄養では、十分量の亜鉛が含まれてい

れば、SPI 5％食においても分娩が可能であり、Met無添加の場合はSPI 20％食で、Met

を添加する場合はSPI 10％食で対照群とほぼ同程度の発育が認められた。

Ｄ中井他：日本家政学会第48回大会研究発表要旨集. 168(1996)

2 Da－10 カフェイン代謝能の遺伝子解析

　山田光子

　(聖母女学院短大)

　コ―ヒーをはじめとするカフェイン含有飲料は世界中で飲用されているが，カフェイン

に対する嗜好性には人により差がみられ，一人当りの一日平均カフェイン摂取量は人種に

より異なるとの報告もある。カフェイン代謝に関与する酵素のひとつN－アセチルトランス

フェラーゼ(NAT2）の活性には個人差の存在することが知られており，これは本酵素の遺

伝子型に由来する。そこで，カフェイン代謝の差異とカフェインに対する嗜好性との関連

を探る手始めとして, DNA試料を用いてNAT2の遺伝子型を判定する方法を確立，日本人集

団とドイツ人集団との間で遺伝子型の分布を比較した。

　［材料と方法］健常な成年日本人69名およびドイツ人97名の血液から常法により抽出した

DNAを材料として用いた。NAT2の遺伝子型は，多型部位を含む領域をPCR増幅し，これを

制限酵素処理したのち電気泳動により判定した。

　［結果と考察］NAT2遺伝子の４つの対立遺伝子間に存在する一塩基置換により制限酵素に

よる認識が不可能になることを利用してNAT2の遺伝子型を検出したところ, NAT2’l/’l型

は日本人では45％にみられたが，ドイツ人では7 %程度であった。対立遺伝子NAT2゛は，

日本人では２名にみられたのみであるが，ドイツ人では半数以上がこれを有し，両集団間

でNAT2の遺伝子頻度には明らかな差がみとめられた。酵素レベルでの検索が困難な場合で

もDNAからの遺伝子型判定は容易であり，負荷実験と併行して型判定を行なうことは，代

謝能の判定ひいては食品嗜好の個人差や人種差の検討に有用である。
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